
富山高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 機関英語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0196 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 商船学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 1･2級海技士はじめての英語指南書（海文堂）
担当教員 山本 桂一郎
到達目標
船舶内での機関に関する英会話が出来る。
船舶の機関関係英文図書の読解と作文が出来る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
船舶内での機関に関する英会話が
出来る。

船舶内での機関に関する英会話が
出来る。

船舶内での機関に関する英会話を
聞きとれる。

船舶内での機関に関する英会話を
聞きとれない。

船舶の機関関係英文図書の読解と
作文が出来る。

船舶の機関関係英文図書の読解と
作文が出来る。

船舶の機関関係英文図書の読解が
出来る。

船舶の機関関係英文図書の読解が
出来ない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
船舶内での英会話力を身に着け、同時にTOEIC点数の向上を目指す。
2級海技士(機関)執務一般科目の英語問題、並びに英文機関事故例にて船の機関英語に慣れ親しむ。
この科目は企業で半導体製造装置の質量流量計の設計を担当していた教員が，その経験を活かし，機関系に必要な英語
について講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 長山 昌子 教員とともに船舶機関英語に関する講義を行う。

注意点 2つの合計得点が60点に満たない者は、30点に満たない教員の科目の追認試験を願い出によって受けることができる。
追認試験の結果、単位取得が認められた者はその評価を60点とする。評価基準は、本試験と同じとする。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 シラバス説明
専門用語の表現と慣用文

シラバス内容説明、海事英単語と略語、機関英語 によ
く使用される慣用文。

2週 専門用語和訳
英会話

長文英語（2級海技士・機関・執務一般科目の英語問題
レベル）の和訳。専門用語和訳，発話

3週 専門用語和訳
英会話

長文英語（2級海技士・機関・執務一般科目の英語問題
レベル）の和訳。専門用語和訳，発話

4週 専門用語和訳
英会話

長文英語（2級海技士・機関・執務一般科目の英語問題
レベル）の和訳。専門用語和訳，発話

5週 専門用語和訳
英会話

長文英語（2級海技士・機関・執務一般科目の英語問題
レベル）の和訳。専門用語和訳，発話

6週 専門用語和訳
英会話

長文英語（2級海技士・機関・執務一般科目の英語問題
レベル）の和訳。専門用語和訳，発話

7週 専門用語和訳
英会話

長文英語（2級海技士・機関・執務一般科目の英語問題
レベル）の和訳。専門用語和訳，発話

8週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

4thQ

9週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

10週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

11週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

12週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

13週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

14週 専門用語和訳
英会話 英文機関事故例の和訳と発話。

15週 期末試験 機関に関する問題を出題する。
16週 成績確認 期末試験での成績確認及び授業評価アンケート実施。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

3 後14

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能 日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 4

評価割合
試験 単語テスト 文法テスト 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 20 10 0 0 0 100
基礎的能力 20 10 0 0 0 0 30
専門的能力 30 10 10 0 0 0 50



分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20


